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事　　　　　　　　報

■ 人　　　事 ■

任特任教授　　　　　　　　　　　　４月１日付
　　　　　　　　　大西　秀彦　　　北村　奉正
　　同　　　　　　坂口　耕史　　　杉浦　左知
　　同　　　　　　山本　博子　　　渡邉　敏一

任特任准教授　　　　　　　　　　　４月１日付
　　　　　　　　　小川　浩子　　　栗原　和子

◆昇任　　　　　　　　　　　　　　４月１日付
　任教授　　(准教授)　　　　　　　後藤　正人
　　同　　　　　　　　　　　　　　小林　青樹
　　同　　　　　　　　　　　　　　早川冨美子

◆新任　　　　　　　　　　　　　　４月１日付
　任特任専任講師(ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ)　　天野寿々子
　委嘱非常勤講師(小児保健Ⅲ)　　　阿部　淳子
　　同　　　(データの科学)　　　　小野寺　剛
　　同　　　(日本美術史)　　　　　北口　英雄
　　同　　　(自然地理学)　　　　　小疇　尚
　　同　　　(コリア語)　　　　　　崔　文姫
　　同　　　(創作文芸入門)　　　　中西　洋子
　　同　　　(小児保健Ⅰ･Ⅱ) 　　　長町由紀子
　　同　　　(教育原理)　　　　　　原口　友輝
　　同　　　(小児栄養)　　　　　　山口　律奈

◆定年退職　　　　　　　　　　　　３月31日付
　教　授　　(教科専門算数)　　　　正木　孝昌
　　（22年度非常勤講師を委嘱）
　学生課主任　　　　　　　　　　　仁戸部幸子
　　（22年度嘱託を委嘱）

◆依願退職　　　　　　　　　　　　３月31日付
　准教授　　(日本美術史)　　　　　佐多　芳彦
　非常勤講師(教育原理）　　 　　　岩本　親憲
　　同　　　(フランス語） 　　　　梅比良節子
　　同　　　(学校経営と学校図書館)　　片山喜八郎
　　同　　　(自然地理学)　　　 　 清水　長正
　　同　　　(管理会計) 　　　　 　東海林孝一
　　同　　　(創作文芸入門)　　　　千勝三喜男
　　同　　　(民俗文芸講読)　　　　細矢　籐策
　　同　　　(健康相談活動)　　　　渡邉恵美子

■ 行事・集会 ■

４月２･３日　国文学科２年生コース別研修旅行
　　７日　　 第45回入学式
　　　　　　 ２年生成績表交付
　　８日～13日　
　　　　　　 オリエンテーション・健康診断
　　14日　　 授業開始
　　20日　　 履修届提出
　　21日　　 １年生親睦旅行
　　　　　　　 (日光二荒山神社・東照宮)
５月12日　　 体育祭（バレーボール大会）

本学および関係者出版紹介

〇國學院大學栃木短期大学紀要第44号

〇國學院大學栃木短期大学国文学科

　「文芸斯花」第８号

〇國學院大學栃木短期大学国文学科

　「あぢさゐ坂」第９号

平　成　22　年　度　公　開　講　座

　　古文書をよむ　―文政改革の議定書をよみとく―

　　短　歌　講　座

　　国文学科オープンカレッジ　《女性作家の小説作法》

日本史学科 学内講座　　《歴史のなかの人間Ⅱ》

平城遷都 1300 年
　　－奈良の都を彩どる人々－

ヨーロッパ12世紀ルネサンスの隠れた立役者 
　　英仏王妃エレアノールの生涯

鄭成功と倭寇

弥生時代に渡来文化を日本に伝えた人々

日光山と円空

　　　　　講師　博士（歴史学）    坂本 達彦

5/26、6/16・30、7/21、8/4　    

5/28、6/4・11・18・25、7/2・9・16　

4/27、5/11・25、6/8・22、7/6・20　

5/22

5/29

6/5

6/12

6/19

　　　　　教授　岡本　岱

　　　　　講師　中西 洋子

講　師　　　 北口 英雄

教　授　　　 小林 青樹

教　授　　　 松本 隆晴

博士(文学)

講　師　　　 武井 美砂

教　授　　　 酒寄 雅志

博士(歴史学)

会場：学園教育センター
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